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「
く
ま
の
っ
子
児
童
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー
の
こ
の
こ
」
に
は
、
毎
日
、
児
童
・
生
徒
の
本
人
さ
ん
や
保
護
者
・
家
族
の
み

な
さ
ん
か
ら
相
談
が
届
き
ま
す
。
今
年
度
に
な
っ
て
、
そ
の
数
は
随
分
と
増
え
て
き
ま
し
た
。
本
号
で
は
、
相
談
が
ど
の
よ

う
な
方
法
や
経
路
で
届
い
て
い
る
か
を
ご
紹
介
し
ま
す
。 
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セ
ン
タ
ー
長
あ
い
さ
つ
（
藤
藪
庸
一
） 

開
所
２
年
目
、各
関
係
機
関
か
ら
声
を
か
け
て
い

た
だ
け
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。自
殺
防
止
活
動

を
行
っ
て
き
た
白
浜
レ
ス
キ
ュ
ー
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
、

な
ぜ
児
童
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー
の
設
置
認
可
運
営

を
考
え
た
か
、振
り
返
る
機
会
を
頂
い
て
い
ま
す
。 

私
の
関
わ
り
の
経
験
か
ら
、自
殺
を
考
え
て
き

た
人
た
ち
は
自
分
の
周
り
に
原
因
が
あ
る
と
考
え

が
ち
で
す
。生
ま
れ
た
こ
と
や
家
族
の
こ
と
な
ど
、

自
分
の
環
境
を
受
け
と
め
て
、背
負
っ
て
生
き
て
い

く
こ
と
が
課
題
に
な
り
ま
す
。だ
か
ら
こ
そ
、自
殺

予
防
に
は
、赤
ち
ゃ
ん
か
ら
18

歳
ま
で
の
子
ど
も

と
親
子
さ
ん
、ご
家
庭
を
支
え
る
こ
と
が
大
事
で
、

児
童
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、こ
の
課
題
に
取
り
組

む
お
手
伝
い
を
す
る
専
門
機
関
な
の
で
す
。 

与
え
ら
れ
た
人
生
を
背
負
っ
て
生
き
て
い
く
こ

と
を
教
え
て
い
く
こ
と
に
、一
番
長
い
時
間
か
か
わ

る
と
こ
ろ
は
保
育
園
・幼
稚
園
・小
学
校
・中
学
校
・

高
校
と
い
っ
た
保
育
・教
育
機
関
で
す
。こ
の
時
期
の

子
ど
も
た
ち
を
支
援
す
る
と
い
う
こ
と
は
、そ
の
子

自
身
や
家
族
を
支
援
す
る
と
共
に
、
こ
れ
ら
の
保

育
・教
育
機
関
を
支
援
す
る
こ
と
が
大
事
に
な
っ
て

く
る
と
考
え
ま
す
。 

こ
こ
に
、乳
幼
児
検
診
や
親
子
広
場
、学
習
支
援

や
学
校
復
帰
へ
の
支
援
、食
支
援
で
あ
る
赤
ち
ゃ
ん

食
堂
や
無
料
弁
当
の
配
達
と
い
っ
た
私
た
ち
の
活

動
に
つ
な
が
る
理
由
が
あ
る
の
で
す
。い
う
な
れ
ば

「
教
育
に
関
わ
る
福
祉
的
支
援
」
と
な
り
ま
す
。の

こ
の
こ
に
は
、相
談
訪
問
活
動
、ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク

活
動
と
共
に
、こ
の
よ
う
な
具
体
的
な
活
動
が
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。 
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 通信 

さ
ま
ざ
ま
な
方
法
・
経
路
で
相
談
が
届
い
て
い
ま
す 

リ
ー
フ
レ
ッ
ト 

   

「
の
こ
の
こ
」
の
相
談
を
知
っ
て
も
ら

う
き
っ
か
け
に
な
っ
た
の
は
、右
の
リ
ー

フ
レ
ッ
ト
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

リ
ー
フ
レ
ッ
ト
は
、
管
内
の
保
育
所
・

幼
稚
園
・小
中
学
校
を
通
じ
て
、各
家
庭

に
配
布
し
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。 

ま
た
、福
祉
・教
育
行
政
や
福
祉
施
設

の
窓
口
近
く
の
目
に
届
く
と
こ
ろ
に
も

置
い
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。こ
の
リ
ー
フ

レ
ッ
ト
を
手
に
取
っ
て
も
ら
い
、「
の
こ
の

こ
」
の
存
在
を
知
っ
て
く
だ
さ
っ
た
方
が

多
数
い
ら
っ
し
ゃ
る
と
思
い
ま
す
。 

 

相
談
の
方
法 

 
 

相
談
の
方
法
は
、
①
ラ
イ
ン
、
②

メ
ー
ル
、
③
電
話
、
④
来
所
、
⑤
訪

問
に
よ
る
相
談
と
多
様
で
す
。
初

回
の
相
談
は
、
ラ
イ
ン
か
電
話
の
場

合
が
多
い
で
す
。
初
回
以
降
、
相
談

が
続
い
て
い
く
と
、
来
所
や
訪
問
と

い
っ
た
対
面
型
の
相
談
に
移
行
し

て
い
く
場
合
も
多
く
あ
り
ま
す
。 

相
談
の
経
路 

 
 

相
談
が
届
く
の
は
、
さ
ま
ざ
ま
な

経
路
が
あ
り
ま
す
。
先
に
お
示
し
し

た
「
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
見
て
」
の
ほ
か
に
も
、
セ
ン
タ
ー
で

開
催
し
て
い
る
「
の
こ
の
こ
広
場
に

参
加
し
て
」
、
「
保
育
園
・
幼
稚
園
、

学
校
の
先
生
に
紹
介
さ
れ
て
」
、 

   

   

 

「
乳
幼
児
健
診
に
参
加
し
て
」
、

「
知
人
や
友
人
に
紹
介
さ
れ
て
」
、 

「
福
祉
や
教
育
の
関
係
者
に
紹
介

さ
れ
て
」
、
「
主
治
医
に
紹
介
さ
れ

て
」
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。 

悩
み
や
困
り
ご
と
の
あ
る
方
の

周
囲
の
み
な
さ
ん
か
ら
の
一
言
の

お
声
か
け
が
、
相
談
経
路
に
つ
な
が

る
こ
と
も
実
感
し
て
い
ま
す
。 

相
談
の
広
が
り 

 
 

相
談
が
軌
道
に
乗
り
だ
す
と
、

「
相
談
の
広
が
り
」
が
起
こ
り
始
め

ま
す
。
本
人
や
保
護
者
・
家
族
の
み

な
さ
ん
の
相
談
が
進
み
始
め
る
と
、

「
関
係
機
関
と
つ
な
が
っ
て
ほ
し

い
」
と
い
う
希
望
を
持
た
れ
る
方
が

で
て
き
ま
す
。
医
療
・
福
祉
機
関
や

学
校
の
先
生
方
と
の
つ
な
が
り
を

私
ど
も
も
持
て
る
よ
う
に
な
り
ま

す
。
子
ど
も
さ
ん
と
そ
の
周
り
に
い

る
保
護
者
・
家
族
の
方
々
を
中
心

に
し
た
支
援
チ
ー
ム
が
機
能
し
だ

し
ま
す
。
そ
う
な
る
と
一
層
、
相
談

者
本
人
の
安
心
感
が
高
ま
り
、
課

題
の
解
決
に
も
一
歩
近
づ
き
ま
す 

   

 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ 

  

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
覗
い
て
く
れ

た
り
、の
こ
の
こ
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

の
存
在
を
口
コ
ミ
で
広
げ
た
り
し

て
い
た
だ
く
こ
と 

 

https://nokonoko-kumanokko.com/ 

 

 

 

で
、
の
こ
の
こ
に

相
談
で
き
る
こ

と
を
知
っ
て
も
ら

っ
て
い
ま
す
。 

 

LINE 

 

 

 

メール 

 

 

 電話 
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子どもの福祉その⑨「こども家庭センター」➁ 

 い
っ
し
ょ
に
学
び
ま
せ
ん
か 

 
 

 

  前回から、「こども家庭センター」について取り上げ

ています。今回は、役割についてです。 

  資料は、２０２４年４月１日に国が公表した「こども家

庭センターガイドライン」を参考にしています。 
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

２．こども家庭センターの役割 

こども家庭センターが担うべき主な役割は以下の

とおりです。 

(1) 母子保健機能及び児童福祉機能の一体的な運

営を通じて、①妊産婦及び乳幼児の健康の保持・増

進に関する包括的な支援、②こどもと子育て家 

庭（妊産婦を含む）の福祉に関する包括的な支援を、

切れ目なく提供する。 

 

支援内容の見直し等を含めた継続的なマネジメントを実施

する。 

(5)地域全体のニーズ・既存の地域資源の把握を行うととも

に、不足する地域資源については新たな担い手となり得る

者を発掘・養成し、地域資源のネットワークを形成してい

くなかで、既存のサービスや団体とマッチングをさせてい

く。また、財政支援（家庭支援事業などの担い手に対する

市町村の財政支援のこと）等と結びつけること等により地

域資源を開拓し、関係機関間の連携を強めることにより、

地域内の子育て家庭へ必要な支援を着実に提供できる体 

制を整備する。 

(6)こどもの権利等についての普及啓発を地域に向けて行

い、こども自身が自分らしく生きていける環境を整える。 

 

子育て家庭の困難を地域社会でしっかりと支えていくこ

とは、児童福祉法上の「家庭養育優先原則」や子どもに安

定的なケアを保障するパーマネンシー（子どもの成長のた

めに継続的かつ安定した養育者と養育環境）保障の理念に

基づき、こどもたちが地域の中で幸せに暮らし続けること

ができる社会を創っていく上で非常に重要な意義を果たす

ものであると言えます。 

 

知ろう、考えよう 

(2) 妊産婦、こどもやその家庭の課題・ニーズを母子保健・

児童福祉それぞれの専門性を活かし、合わせることでより深

く汲み取る。 

(3) 個々の家庭の課題・ニーズに応えるために、母子保健事

業や家庭支援事業、その他の多様なサービスや地域資源を有

機的に組み合わせ、サポートプランとして必要な支援内容を

組み立てる。 

(4)サポートプランに沿った支援が適切に提供されるよう関

係機関のコーディネートを行い、変化する家庭の状況に応じ 

明誠高校和歌山白浜ＳＨＩＰを紹介します 
 

「
く
ま
の
っ
子
児
童
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー
の
こ
の
こ
」
の
上
部
団
体
で
あ
る
特
定
非

営
利
活
動
法
人
「
白
浜
レ
ス
キ
ュ
ー
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
の
活
動
を
先
月
号
で
お
伝
え
し

ま
し
た
。
そ
の
中
の
通
信
制
高
校
の
運
営
に
つ
い
て
も
う
少
し
触
れ
て
み
ま
す
。 

白
浜
レ
ス
キ
ュ
ー
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
は
、

島
根
県
の
益
田
永
島
学
園
明
誠
高
等
学

校
の
広
域
通
信
課
程
、
和
歌
山
白
浜

Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｐ
を
運
営
し
て
い
ま
す
。
広
域

通
信
課
程
の
学
校
生
活
支
援
拠
点

を
「
Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｐ
（
シ
ッ
プ
）
」
と
呼
び
ま

す
。
現
在
、
全
国
に
点
在
す
る
30

の

Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｐ
の
い
ず
れ
か
に
生
徒
は
所

属
し
ま
す
。 

和
歌
山
白
浜
Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｐ
は
、
本
年

度
よ
り
３
学
年
が
揃
い
、
の
こ
の
こ
の

事
務
所
・
相
談
室
の
隣
に
３
つ
の
教

室
が
あ
り
ま
す
。
他
に
も
週
に
一
度
、

レ
ス
キ
ュ
ー
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
本
部
が

あ
る
白
浜
バ
プ
テ
ス
ト
キ
リ
ス
ト
教

会
で
も
教
室
を
開
い
て
い
ま
す
。 

明
誠
高
校
広
域
通
信
課
程
に
在

籍
す
る
全
国
の
生
徒
の
約
７
割
が
、

学
校
に
行
き
づ
ら
か
っ
た
、
不
登
校

だ
っ
た
、
学
校
生
活
に
な
じ
め
な
か
っ

た
生
徒
で
す
。
そ
の
多
く
が
、
入
学

後
は
Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｐ
に
積
極
的
に
通
い
、
前

向
き
な
生
活
を
送
っ
て
い
ま
す
。 

和
歌
山
白
浜
Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｐ
で
は
、
単

位
取
得
要
件
（
出
席
日
数
）
に
は
入

り
ま
せ
ん
が
、
レ
ポ
ー
ト
課
題
作
成

や
定
期
テ
ス
ト
に
向
け
て
の
学
習
支

援
を
、
授
業
形
式
で
行
っ
て
い
ま
す
。 

     

   

 

ム
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
具
体
的
に

は
、
高
齢
者
や
障
害
者
に
関
わ
る
福

祉
体
験
学
習
、
幼
児
園
で
の
保
育
実

習
、
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
講
座
、
海
上
保
安

庁
で
の
乗
船
体
験
、
自
衛
隊
の
協
力

に
よ
る
災
害
救
助
の
基
礎
訓
練
、
ド

ロ
ー
ン
体
験
な
ど
、
多
彩
な
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
実
施
し
て
い
ま
す
。 

 
 

Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｐ
は
、
少
人
数
に
よ
る
対

応
を
基
本
と
し
て
、
生
徒
の
取
り
巻

く
環
境
の
課
題
（
体
や
心
の
悩
み
、

家
庭
や
生
活
の
課
題
、
将
来
の
不

安
、
友
人
関
係
等
）
へ
一
緒
に
向
き

合
い
、
解
決
へ
の
道
の
り
に
寄
り
添
い

ま
す
。 

隣
の
部
屋
が
の
こ
の
こ
の
相
談
室

で
す
の
で
、
の
こ
の
こ
の
心
理
や
福
祉

の
専
門
職
ス
タ
ッ
フ
に
相
談
で
き
る

こ
と
も
特
色
の
一
つ
で
す
。 

    

   

 

講
師
陣
は
、
退
職
さ

れ
た
元
教
員
や
専
門

職
と
し
て
経
験
豊
か

な
方
々
を
ラ
イ
ン
ア
ッ

プ
し
て
い
ま
す
。 

 
 

ま
た
、
社
会
性
や
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能

力
、
自
己
肯
定
感
を

育
む
体
験
プ
ロ
グ
ラ

む 
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